
大分県林業研修所の指定管理候補者の選定結果について

平成 ２２年 １０月 ２６日

農林水産部 林務管理課

１ 経緯
大分県林業研修所の指定管理候補者の選定にあたり、大分県林業研修所指定管理候補者選

定委員会（以下、選定委員会）は、応募事業者から提出された書類の審査を行ってまいりました

が、このたび、審査・選定が終了いたしましたので、ここに結果をお知らせします。

２ 選定委員会 委員
委 員 長 森下幸生 （大分県農林水産部理事）

委 員 横山久雄 （大分県造林素材生産事業協同組合理事長）

委 員 安達由美子 （祖峰婦人林研グループ会長）

委 員 福田安孝 （公認会計士）

委 員 大政康史 （大分県農林水産部林務管理課長）

３ 指定管理候補者選定の経過
項目 年月日

●第１回大分県林業研修所指定管理候補者選定委 平成２２年 ６月２９日（火）

員会（審査基準、スケジュール、募集要項等の検討）

公募開始 平成２２年 ７月２１日（水）

（公告）

公募に関する現地説明会実施 平成２２年 ８月１１日（水）

公募に関する質問受付 平成２２年 ８月１２日（木）

～平成２２年 ８月２０日（金）

公募に関する質問回答 平成２２年 ８月３１日（火）

申請書の受付（申請２団体） 平成２２年 ９月 ７日（火）

～平成２２年 ９月２１日（火）

応募資格等確認 平成２２年１０月 ８日（金）

ヒアリング実施通知 平成２２年１０月１２日（火）

●第２回大分県林業研修所指定管理候補者選定委 平成２２年１０月２０日（水）

員会（ヒアリング、審査）

※●は選定委員会



４ 審査の方法、審査基準及び配点について
６月２９日に開催した第１回目大分県林業研修所指定管理候補者選定委員会において、審

査基準及び配点を定めました。この内容は、募集要項に記載しています。

審査基準 審査基準における評価項目 配 点

１ 事業計画書の内容 ・施設の設置目的及び管理の方針

が、県民の平等な利 ・平等な利用を図るための具体的方法 ２０点

用が確保されるととも ・サービスの向上を図るための具体的方法 × ５人

に、サービスの向上 ＝１００点

が図られるものであ

ること

２ 事業計画書の内容 ・利用者増を図るため具体的な手法及び期

が、公の施設の効用 待される効果 ２０点

を最大限に発揮する ・研修が円滑且つ効果的にできる手法及び × ５人

ものであるか 具体的な効果 ＝１００点

３ 事業計画書の内容 ・施設の管理運営に係る経費の内容

が、管理の経費の縮 ３０点

減が図られるもので × ５人

あること ＝１５０点

４ 事業計画書に沿っ ・事業計画の内容、適格性及び実現の可

た管理を安定して行 能性 ３０点

う能力を有しているも ・事業内容を遂行できる人的体制 × ５人

のであること ・安定的な運営が可能となる経理的基盤 ＝１５０点

計 ５００点

５ 申請団体一覧
平成２２年９月７日から９月２１日までの間、公募を行い、以下の団体から申請がありました。

（受付順）

団 体 名

１ 財団法人大分県森林整備センター

２ 株式会社ＴＭエンタテインメント

計 ２団体

６ 選定結果及び選定理由
選定委員会において厳正な審査を行った結果、次の団体を指定管理候補者として選定しま

した。



［ 団体名 ］

（財）大分県森林整備センター（大分市大字古国府 1337-15 ）

［選定理由］

（財）大分県森林整備センターの提案は、林業研修及び施設等の管理を実施するうえで、管理

者として安定性と信頼性が高く評価され、９の審査項目のうち６項目で他の申請者を上回る評価

となった。

具体的には、次のとおりである。

・講師等の配置が整い確実に研修実施が見込まれる。

・運営が可能となる財政的基盤等も十分であり、安定した運営が期待できる。

・要望の多い研修を自主事業で実施し、林業従事者等への利用促進を図る工夫が認められ

る。

［指定期間］

平成２３年４月１日～平成２８年３月３１日（５年間）

７ 審査の評価及び得点 （各団体の評価項目毎の合計得点、総得点及び総合評価）

団体名 (財)大分県森林整 (株)ＴＭエンタテイン

項目 備センター メント

事業計画書の内容 施設の設置目的及び管理

審 が、県民の平等な の方針 ２７．８ ２４．０

査 利用が確保される

基 とともに、サービス

準 向上が図られるも 平等な利用を図るための

に のであること 具体的方法 １４．５ １４．５

お

け サービスの向上を図るた

る めの具体的方法 ４２．２ ２８．１

項

目

及 （小計） ８４．５ ６６．６

び

項 事業計画書の内容 利用者増を図るため具体

目 が、公の施設の効 的な手法及び期待される ３０．８ ３１．１

別 用を最大限に発揮 効果

得 するものであるか 研修が円滑且つ効果的に

点 できる手法及び具体的な ５４．０ ３２．８

効果

（小計） ８４．８ ６３．９



団体名 (財)大分県森林整備 (株)ＴＭエンタテ

項目 センター インメント

事業計画書の内容 施設の管理運営に係る

が、管理の経費の 経費の内容 １４６．０ １５０．０

縮減が図られるも

のであること （提案価格） （提案価格）

※サービス改善提案 ※サービス改善提案

事業分は除く 事業分は除く

H23 20,315 千円 H23 19,750 千円

H24 20,315 千円 H24 19,750 千円

H25 20,315 千円 H25 19,750 千円

H26 20,315 千円 H26 19,750 千円

H27 20,315 千円 H27 19,750 千円

計 101,575 千円 計 98,750 千円

（小計） １４６．０ １５０．０

事業計画書に沿っ 事業計画の内容、適格

た管理を安定して 性及び実現の可能性 ３１．０ ２１．０

行う能力を有して

いるものであること 事業内容を遂行できる

人的体制 ６２．１ ４４．３

安定的な運営が可能と

なる経理的基盤 ３８．０ １４．０

（小計） １３１．１ ７９．３

総 得 点 ４４６．４ ３５９．８

（サービス改善提案事業）

選定委員会において、指定管理候補者に （不採択）

決定された「(財)大分県森林整備センター」

が提案したサービス改善提案事業は、事業

の主旨になじまないという理由で不採択とな

った。



団体名 (財)大分県森林整備 (株)ＴＭエンタテ

項目 センター インメント

総合評価 事業計画を確実に 提案価格は、他の

実行するうえでの管 申請者に比べ低かっ

理者としての安定性 たが、管理者として

と信頼性が高く評価 の安定性と信頼性の

された。 点で及ばなかった。

８ 今後の予定
指定管理候補者は、選定委員会の結果をふまえて県で正式に決定され、県議会の議決を

経たうえで、指定管理者として指定されます。

【参考】
●第１回大分県林業研修所指定管理候補者選定委員会議事要旨

議題について、事務局から順次説明し、それぞれの議題について委員から質問・意見が出

された後、採決され、いずれも全会一致で原案どおり承認されました。

なお、募集開始までに生じた募集要項及び仕様書等に係る軽微な修正等については、委員

長に一任すると決定されました。

・募集要項では、業務の一部を専門の業者に委託することが可能としているが、どの部分が

委託できるのかという質問があり、応募資格に記載されている研修の実施については、他者

に委託することは認められないが、清掃等の一部の業務については、業者に委託すること

は可能である旨を説明しました。

・応募資格の中に登録教習機関として大分労働局への登録が必要と言うことであれば、誰で

もできるものではない。応募者が限られるのでは。という質問があり、今後、新たに取り組む

ことが確実であれば可能である旨を説明しました。

●第２回大分県林業研修所指定管理候補者選定委員会議事要旨

○審査基準の詳細内容及び審査表について協議し、承認を得ました。

○申請者に対するヒアリングを実施後、審査表により採点を行いました。

各委員の採点を集計し、これを基に意見、見解が述べられました。

○（財）大分県森林整備センターに対する意見・見解は次のとおり

・管理者としての経営基盤の安定性、信頼性は十分である。

・ほぼ全ての項目において、採点が他者を上回っている。

○（株）ＴＭエンタテインメントに対する意見・見解は次のとおり

・林業に対するあつい思いが伝わってくる。

・管理者としての安定性、信頼性が他者に比べると弱い。 ・

○指定管理候補者の選定について

・以上の意見を踏まえ、「（財）大分県森林整備センター」を指定管理候補者に選定しまし

た。

○サービス改善提案事業の採択について

・（財）大分県森林整備センターから提案のあった事業は、事業の主旨になじまないという

理由で不採択となりました。




